
令和７年度 第５回 備前市公共交通会議 会議録要旨 

 

開催日時：令和８年１月２７日（火）  １３時３０分～ 

 

開催場所：備前市役所 ３階 大会議室 

 

出席委員：大東 正虎【ノートルダム清心女子大学 人間生活学部 人間生活学科 教授】 

     長﨑 信行【備前市長】 

畑下 昌代【備前市 市民生活部長】 

花岡 茂明【岡山県タクシー協会 和気支部 副支部長】 

雄島 仁 【日生交通有限会社 代表取締役】 

橋本 惠正【備前市自治会連絡協議会 会長】 

奥田 泰彦【備前市自治会連絡協議会 副会長】 

延本 大作【備前市老人クラブ連合会 会長】 

竹本美知子【備前市老人クラブ連合会 副会長】 

宮地 亮平【中国運輸局 岡山運輸支局 首席運輸企画専門官】 

中務 博文【岡山県備前県民局 東備地域管理課長】 

栃折 太介【西日本旅客鉄道株式会社 岡山支社 地域交通課長】 

                        代理出席 玉置 和樹 

境野 百花【岡山県県民生活部 交通政策課 主幹】 

服部 博昭【瀬戸内市 総合政策部 企画振興課長】 

則枝日出樹【和気町 総務部 総務課長】 

傍聴者あり 

出席委員(代理出席含む) １５名 

委任状提出委員   ４名 

 

事 務 局：出射 詩都【備前市 市民生活部 交通政策課長】 

河上 洋之【備前市 市民生活部 交通政策課長代理】 

下山 真 【備前市 市民生活部 交通政策課主事】 

千田 博人【備前市営バス管理事務所 運行管理者】 

  



１．開会 

 

２．会長、副会長あいさつ 

 

３．協議事項 

（１）令和７年度備前市公共交通会議第１号補正予算について 

事 務 局：資料に沿って説明 

会 長：説明について質問があるか。 

委  員：協議事項１についての質問無し 

会 長：承認してもらえるか。 

委  員：異議なし 

 

４．報告事項 

（１）備前市地域公共交通計画策定支援業務の進捗状況について 

事 務 局：資料に沿って説明 

会  長：説明についての質問があるか。 

委  員 ：計画の期間について、上位計画である第３次備前市総合計画や備前市都市計画マスター

プランに基づいて計画を作っていくと思いますが、第３次備前市総合計画の後期基本

計画の計画期間が令和１１年度までとなっており、備前市地域公共交通計画と達成目

標等にずれを感じます。具体的にはＰ５０に記載されている、目標値の市営バス及びデ

マンドタクシーの利用者１２，０００人について、第３次備前市総合計画では令和１１

年度の目標値として記載されています。このように整合性が取れない部分があると思

います。４年間の計画ということであれば令和１１年度の目標値として整合性が取れ

るのではないでしょうか。 

Ｐ１５について前々回会議の時の資料からタイトルが「公共交通による人口カバー状

況」へ変わっていますが、ここに示されているのはデマンドタクシーと市営バスの路線

の運行区域と人口分布であり、広い意味での公費の公共交通による人口カバー状況で

はないと思います。ここのタイトルは 「市営バスとデマンドタクシーによる人口カバー

率」とした方が適していると思います。 

Ｐ２１のデマンドタクシーの利用状況について、前々回の資料では利用時間帯や目的

地までの到着時間のグラフがあったと思いますが、今回は無くなっており、わかりにく

いので、Ｐ２２の下部のスペースが空いているので、そこにグラフを入れるとわかりや

すくなると思います。 

Ｐ２１の利用者数  実利用者数のコメントについて、 「香登は実利用者数に対して１人

あたりの利用回数が比較的多くなっている」という記載がありますが、「デマンドタク

シーの地域別年間利用者数  実利用者数 （令和６年度実績）」の表を見ると香登だけで



はなく伊里も多いと思います。  

Ｐ３６の （４）全計画の総括について 「５年間で市の財政支出額は大幅な上昇が見られ」

という記載があり、この財政支出がＰ３０で解説されている公的支出と同じであるな

ら、公的支出について 「令和４年度以降は、１億４千万円を超えて推移しており、近年

は高止まりしています。」という分析をされているので大幅な上昇というのはどこを起

点としているのかわかりません。そもそも備前市の公的支出額１億４千万円が高いの

かどうかという議論がされていないと思います。同じような規模の自治体の中でこれ

だけの交通網を持っていて、その支出額が１億４千万円というのが高いのか、このよう

な部分を議論しないと、バスやデマンドタクシーの運賃の値上げをする際の理論的な

根拠につながらないと思います。これからも市営バスやデマンドタクシーの運賃の改

定の検討をしていくことになると思いますが、運賃の値上げを住民に説明する際の理

論的根拠がありません。大幅に増加しているという解説は本当に正しいのか再度検討

していただきたいです。 

Ｐ５０の目標値の整合性について、公共交通の満足度に対して第３次備前市総合計画

では令和１１年度の目標値を２５％と明記しているので、連携を取り合って調整して

ほしいです。 

事 務 局：委員には事前に意見を伺っていましたので、修正できる部分については修正しており

ます。第３次総合計画との整合性については、再度確認して３月に開催を予定している

公共交通会議ではもう少し精度を高めたものをお示しできると思います。 

今後のスケジュールとして本日いただいた意見を２月の 1 週目でまとめて、２月６日

（金）から２週間程度パブリックコメントを実施し、パブリックコメントの意見の取り

まとめを２月中に行います。３月上旬から中旬にかけて交通計画の策定に向け内容の

精査を実施していく予定です。精査した上で再度皆様に確認していただき、策定できた

らと思っております。本日いただいた意見の他に、誤字脱字等修正して次回交通会議で

お示しさせていただければと思います。 

量も多く計画案の確認が大変だと思いますので、２月２日 （月）までの短い期間ではあ

りますが、備前市地域公共交通計画策定に伴う意見として意見を受け付けます。様式に

ついてはメールでも送らせていただきますし、メール環境にない方に関しては配布し

ている用紙にて交通政策課に提出していただければと思います。 

委  員 ：Ｐ１７の現状分析について 「三国や神根等の山間部では、５km圏域にタクシー事業者

が存在しておらず、他地域と比べてタクシーを利用しづらい状況にあります。」という

記載があり、これは現状の問題点だと思いますが、それに加えてＰ２３の交通事業者へ

のヒアリング結果には 「行きはデマンドタクシー、帰りはタクシーを利用するパターン

も多く見られる」という記載があり、更にＰ２７の住民アンケート調査結果にも行きは

デマンドタクシー、帰りはタクシーという記載があります。その上でＰ３７の備前市が

抱える地域交通の問題点の③持続可能性に「タクシーの縮小によって夜間の移動手段



不足やいざという時 （緊急時等）の交通手段が不足している状態にある。」という記載

があり、これが今の備前市の課題だと思いますが、Ｐ３９の （２）備前市の目指す地域

交通ネットワーク①交通軸の役割と対応する交通モードについて生活交通に該当する

交通モードにタクシーが記載されていないことに疑問があります。タクシーは大事な

移動手段として認識されていると思いますのでタクシーを加えた方がいいのではない

でしょうか。  

Ｐ５０の基本方針３ ：他分野との連携  利用促進による公共交通の価値向上について、

評価指標の 「運転免許証を持っていない人の公共交通を利用していない人の割合」はＰ

４８に記載してある施策とリンクしないのではないでしょうか。高齢者や障害者への

移動支援との連携という話であれば外出頻度等を目標に設定すべきではないかと思い

ます。施策に対する目標設定をリンクしてもらった方が今後施策を振り返った時に振

り返りがしやすいのではないでしょうか。 

事 務 局：Ｐ３９に関しては委員のご指摘の通りだと思いますので、修正したいと思います。

  評価指標の部分につきましても、再度評価指標のテーマを整合性が合うよう確認し、

  計画に反映できたらと思います。 

委  員 ：Ｐ２１の 「デマンドタクシーの目的別利用状況 （令和６年度実績）」の図に出てくる n

値とは何を表しているのでしょうか。 

事 務 局：これはデマンドタクシーの利用実績を集計したものなので n 値というのはデマンドタ

クシーの延べ利用者数です。 

委  員：香登の年間延べ利用者数が８２５人で実利用者数が１６３人ということは毎週利用す

る人もいれば、月１回程度しか利用しない人が結構いて利用に偏りがあることがわか

るようになれば良いと思います。現在は運転免許証を持っていない人が利用していま

すが、将来的には利用者が増えてデマンドタクシーの状況では回らなくなるのではな

いでしょうか。運賃のことを審議するよりは、このようなことを考えていかないといけ

ないのではないでしょうか。 

Ｐ４７の 「≪施策２－２≫公共交通の担い手確保と運営基盤の強化」の主な事業内容に

「住民ドライバーの活用」という記載がありますが、内容について説明をお願いします。 

事 務 局：同じ人が利用しているのは他の地区からもご意見があり、また運行ルールについて勘

違いしている方もいます。今月の広報に備前市デマンド予約センターが開設され電話

番号が変わったという案内を折り込ませていただいており、問い合わせがあった方に

ついては、自分で乗降できるのであれば誰でも利用できるということをお伝えしてい

ます。今後、皆さんに使っていただけるように広報していくことが課題だと思ってお

ります。いただいたご意見の通り対策していければと思います。 

ドライバーの活用のご質問ですが、現在、個人の運転手が運転していただいている中

で今後の方針も検討しておりますが、タクシー運転手が不足している現状を踏まえ

て、２種免許を持っていない方でも、法的な講習を受講すれば自家用有償旅客運送の



範囲内で運転できるという制度があります。その講習を受講された方を運行事業者の

管理の下で運行業務をしていただき、担い手不足を解消できればと思い記載しており

ます。 

会  長：令和１２年度の目標の人数というのは人口減少も考慮した上での人数で良いでしょう

か。 

事 務 局：第３次備前市総合計画に合わせようと思っていましたが、本計画と１年差違がありま

すので、精査して再度目標値を設定させていただきます。 

会  長：再度目を通していただき、理解できない部分など忌憚のない意見として事務局に届け

てほしいと思います。それを踏まえて多くの人にわかりやすいものになることを望み

ます。２月２日 （月）まで意見を受け付けます。事務局から 「備前市公共交通策定に伴

う意見」という様式をメールで送付しますので返信をお願いします。メール環境がない

方には紙にて交通政策課へ提出をお願いします。 

 

５．その他 

 

事 務 局：広報びぜんに折込むチラシを配布し２月２日から開始するデマンドタクシー配車シス

テムおよび備前市デマンド予約センターについてお知らせ。また次回の公共交通会議

を３月上旬に開催する予定であることをおしらせ。 

 

６．閉会（副会長あいさつ） 

 

 


